
岸野小学校沿革 

明治 ６年 下県学習学校・沓沢有造学校発足 

   ９年 ５カ村合併により伴野学校，４カ村合併により根岸学校となる 

  ２２年 根岸・伴野合併により，岸野尋常小学校となる 

      修業年限４年 児童数２１６名 

  ２５年 岸野尋常高等小学校となる ８学級就学率５０．６％ 

  ３６年 新校舎改築開校式 

大正１４年 若山牧水先生来校 記念講演・和歌「わか竹」を揮毫 

昭和１０年 新校舎２階建６教室竣工 

  １６年 岸野国民学校となる 

  ２２年 岸野村立岸野小学校となる ＰＴＡ発足 

      同一敷地内に岸野中学校発足 

  ２９年 合併により野沢町立岸野小学校となる 

  ３０年 東立科冬期分室落成 

  ３７年 合併により佐久市立岸野小学校となる 

  ５４年 開校９０周年記念式典挙行 

若竹園・校旗・郷土館・記念誌等作成 

      校舎改築既成同盟会発足 

  ５９年 現校舎オープンスクール竣工 

      体育館を残し，旧校舎全面取り壊す 

      新プール竣工 グランド完成 校門・児童歩道完成 

平成 元年 開校１００周年記念式典挙行 管楽器・暗幕購入 

      ブロンズ像・観察池・記念誌作成 

  ２１年 太陽光発電設置・校内パソコン・ラン入れ替え 

  ２２年 岸野小学校守り隊発足 

  ２３年 防災無線設置 

  ２６年 体育館解体 新体育館工事 ボイラー配管新設 

  ２７年 新体育館完成 学習支援ボランティア発足 

  ２８年 学校運営委員会（わか竹を育む会）発足 

  ２９年 児童用トイレ改修工事 

令和 元年 開校１３０周年記念式典挙行 普通教室エアコン設置 

   ２年 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため 4，5 月臨時休

業・分散登校 音楽会・運動会等の行事を短縮実施 

   3年 文部科学省 GIGAスクール構想により一人一台端末 

（Chromebook）導入 

      学校の現況 （5 月 1 日現在） 

児童数      全校児童 １３0名  ※（ ）は外数 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 わかたけ わかくさ 合計 
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職員 

校 長 清水 重光 音楽･家庭科専科 佐藤 恵美子 学校司書 掛川 裕恵 

教 頭 平林 睦美 英語専科 竹花 聡子 ALT エイミー・エリザベス・ザウ 

１ 松 小須田 佳奈 養護教諭 春間 未羽 事務主任 町田 光子 

2 松 山本 優夏 少人数学習指導 猿谷 啓子 庁務員 小宮山 幹夫 

3 松 野口 ゆかり 初任研指導 柳澤 崇洋 教員業務支援員 児玉 美幸 

4 松 林 美奈子 養護教諭指導 油井  恵 校医（内科） 松崎  茂 

５ 松 武田 直樹 理科支援員 中嶋 直人 〃（眼科） 中澤 孝則 

６ 松 前田 全俊 信大教職大学院研修 畔上 祐衣 〃（耳鼻科） 小松 赳彦 

わかたけ 関  文弥 特別支援教育支援員 髙橋 めぐみ 学校歯科医 野村 裕行 

わかくさ 畠山 美保 特別支援教育支援員 土屋 和美 学校薬剤師 清水  誠 

教務会 校長 教頭 前田全俊 野口ゆかり 畠山美保 小須田佳奈 春間未羽 町田光子 

いじめ・悩み・セクハラ等相談窓口 春間 未羽 

ＰＴＡ 

会長：石山 智己   副会長： 宮原 章徳     大井 大輔 

岸野小学校概要 

１．位置  佐久市大字伴野１７２５番地 

      海抜６４２ｍ  北緯３６度１４分３２秒 

  東経１３８度２５分３３秒 

２．面積  敷地１４５５４㎡ 

 （建物敷地６５２９㎡ 運動場敷地８０２５㎡） 

      校舎延面積３８９９㎡ 

（南校舎２階建１８１５㎡北校舎３階建２０８４㎡） 

      体育館１１８３㎡ 校庭５８２０㎡ 

主な学校行事   登校日数 ２０４日 

【４月】 

入学式 １学期始業式  交通安全教室 １年生を迎える会 

参観日 PTA 総会 家庭訪問（1,3,4,５,6 年） 避難訓練 

６年全国学力・学習状況調査（国,算） 引き渡し訓練 

【５月】 

児童総会① 資源回収・ＰＴＡ作業① 眼科検診 

【６月】 

第 121 回運動会 学校運営について語る会 読書週間 

学習支援ボランティア紹介式 フラワーロード定植 

学校運営委員会 ４年長野市見学 水泳学習開始 内科検診 

５年キャンプ 新体力テスト 民生児童委員懇談会 

【７月】 

参観日 6 年社会見学 1 学期終業式 夏休み  

【８月】 

夏休み ２学期始業式 6 年租税教室 

【９月】 

６年ｾｲｼﾞｵｻﾞﾜ松本ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ鑑賞 保護者懇談会 避難訓練 

来入児保護者会① ３年社会見学  資源回収・ＰＴＡ作業② 

長野県幼年教育課程研究協議会東信大会 2 年のりもの遠足 

マラソン大会 

【１０月】 

校内音楽会 音楽鑑賞会 冬日課開始 

【１１月】 

6 年修学旅行 なかよし月間 算数･数学同好会東信大会  

避難訓練 来入児適性検査･保護者会 家族参観日 １年遠足  

１,２年スケート教室  

【１２月】 

情報モラル学習講演会 読書旬間 児童会祭り 2 学期終業式 

冬休み 

【１月】 

冬休み ３学期始業式 席書大会 5,６年参観日 3 年社会見学 

児童会選挙 

【２月】 

３～6 年スキー教室 1,２年参観日 3,４年参観日 漢字検定 

児童総会② 学校運営委員会 夏日課開始 

【３月】 

６年生を送る会 ３学期終業式 卒業証書授与式 春休み 

新年度準備（新５,６年 登校） 

２０２３(令和５)年度 

学 校 要 覧 

 

校歌  「わか竹」 

わか竹の 

伸びゆくごとく 
子どもらよ 
眞すぐにのばせ 
身をたましひを 
 
       若山牧水 作 

（昭和３８年制定） 

校歌の由来 

大正 14年，岸野小学校に勤め

ていた重田弥治郎先生が，佐久を

訪れていた若山牧水先生を招き講

演会を行った。その折，牧水先生

は岸野の子どもたちのためにと

「わか竹」の和歌を揮毫された。 

昭和３７年までは校歌がなく，儀式には「君が代」を歌っていたことか

ら，木内愰先生が「わか竹」に曲をつけられ，校歌として制定された。 

その後，藤木信子先生により二部合唱に編曲された。 

 

佐久市立岸野小学校 
〒３８５－００６１  長野県佐久市伴野１７２５番地 

TEL ０２６７－６２－０３８４ FAX ０２６７－６２－０５４２ 

E-mail   kishino@sakushi.ed.jp 

 

 



児童玄関の壁画 

児童玄関を入ると左側の壁に世

界中から集めた大理石で作られた

大きなモザイクの壁画があります。 

テーマ 「竹の子」 

制作者 上 哲夫 

１９８４年 制作 

解説 

後ろの竹は保護者・先生、手前の

竹の子は子どもをイメージし、皆の

想いの中で真っすぐにぐんぐん伸

びていく子どもを表現しています。 

 また，竹は地下茎でつながってい

ることから、親も子も先生も皆がつ

ながっているということも表して

います。 

 

 

 

 
 

小規模校のよさを生かした活動と異学年交流（昨年度の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方の協力 

○岸野小学校守り隊 

地域の皆様により，登下校時の見守りを中心に子どもたちの安全を確保して

いただいています。一緒に歩いて、子どもたちの話をきいてくださり，毎日温

かく子どもたちを支えていただいています。 

 

○学習支援ボランティア 

地域から募集した学習支援ボランティアの皆様により，毎週水曜日の放課後

学習，書写の指導など，子どもたちの学力向上や主体的な学習習慣形成のため

に協力していただいています。 

今年はさらに，家庭科の学習でミシンの使い方を見ていただいたり，自然観

察学習に同行していただいたりすることも考えています。 

 

○親芋の会 

  歴代 PTA役員の皆様により，プール周辺の庭木の剪定，環境整備への協力，

マラソンコースの草刈り等をしていただいています。 

 

○岸野スポーツクラブ 

地域のスポーツクラブとして，野球・サッカー・バレーボール・バスケット

ボール・バドミントンなどを実施していただいています。 

全校マラソン 

 毎朝，登校すると学校の周辺の

マラソンコースを走ります。マラ

ソンカードには，走った分だけス

タンプがたまり，自分の頑張りが

わかります。９月に実施される校

内マラソン大会へむけて，目標を

持って取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

児童会祭り 

 各委員会で全校が楽しくすご

せる企画を考え，異学年で構成さ

れたなかよしグループで，ゲーム

やクイズ，アトラクションを楽し

みます。写真は,「タイトルしり

とり」に挑戦している様子です。 

 

 

 

 

 

 

フラワーロード定植 

 地域を走る国道142号線の両

側を，PTA の方と一緒に，地域

ごとに協力して花を植えます。水

やりや草取りも，自分たちで行い

ます。国道を彩るとともに、勤労

奉仕活動としても汗を流してい

ます。 

 

 

 

 

 

 


